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2)ス ライドはすべて研究会開始 20分前までに受付にお渡し下さい。
3)ス ライドホルダーは受付でお渡しします。
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第 10回 歯 科 衛 生 研 究 会 プ ロ グ ラ ム

日 時 平成 11年 2月 25日 (木)17時 30分～ 18時 30分
会 場 日本歯科大学新潟歯学部 アイヴィホール

<講演時間 10分、質疑応答時間2分 >

[開会の辞 ]

座長 北神 祐美子 先生

<17:30～ 17:42>
1.歯頸部エナメル質の組織構造 と酸腐蝕性の歯面による違いについて

新潟短期大学 ○高橋 正志

新潟歯学部・ 口外 H  森  和久、又賀  泉

新潟歯学部・ 口解 :  小林  寛

<17:42～ 17:54>
2。 アメロジェニン (エ ナメル蛋白)の比較免疫細胞化学 と遺伝子構造

新潟歯学部・ 口解 H O石 山 巳喜夫、藤田 恒夫

座長 長島 奈緒美 先生
<17:54～ 18:06>

3。 環境ホルモンについて考える (1)
新潟短期大学 ○日田 和美、坂丼 美澄

長谷川 雅美

<18:06～ 18:18>
4.環境ホルモンについて考える (2)

新潟短期大学 ○長谷川 雅美、坂井 美澄

日田 和美

<18:18～ 18:30>
5.歯科衛生士による在宅歯科往診での口腔衛生指導

付属病院・ 在宅歯科 ○藤田 浩美、熊倉 幸子

三富 純子、黒川 裕臣

江面  晃

[閉会の辞 ]



歯頸部エナメル質の組織構造と酸腐食虫性の歯面
による違いについて

O高橋正志 (新潟短大)、 森 和久、又賀 泉
(新潟・ 日外‖)、 小林 寛 (新潟・口解 |)

[目 的]歯頸部エナメル質は、歯右付着あ場とな

り、う蝕に罹患 し易い点から、う食虫予防の観点から

注目される部位である。そこで、今回は、う触予防

の観点から、各歯面の歯頚部エナメル質の組織構造

と酸腐触性の違いについて検討 した。

[材料と方法]材料として、抜去後、ただちに10

%中性ホルマリンで日
'定 されたヒ トの各歯種の永久

歯を使用 した。唇 (頬)舌側および近遠心方向の連

続研磨標本を作製 し、歯顕部のエナメル質を偏光顕

徴鐘で観察 した。同一標本の研磨面を10%NaOCiで
1時間処理後、0。 05N IICIで 3分間または2.5%ED
TAで 12時間腐蝕 し、水洗(ア ルコール脱水 し、臨界

点乾燥 したのち白金蒸着を施し、S-800型走査電顕

(日 立)で観察 した。研磨標本の‐部は、偏光顕微

鏡で観察後、エナメル質表面に平行な方向に再研磨
し、同様にして研磨面を走査電顕で観察 した。

[結果]歯頸部エナメル質では、咬頭部のものと

同様に、エナメル質深晨から表層にむかって、内層
エナメル質 l帯から外層エナメル質まで組織発生が

認められたが、政頭部のものよりも小桂断面の形態
の歪みが強 く、小柱が太 く、シュレーゲルの条紋が

不明瞭であった。歯頸部のエナメル小柱の断面形態
の歪みは、大田歯、小日歯よ

‐
りも切歯で強 く、また

唇 (頬)側面、舌側面よりも隣接面、特に近心面で

最も強いという傾向がみられた。隣接面の歯頸部エ

ナメル質は、唇 (頬)側面、舌側面のものよりもEDi

TAの腐蝕によって破壊され易かつた。歯頸部のエナ

メル質表面にみられる麟状構造は、大臼歯、小日歯
よりも切歯で多 く出現 し、また唇 (頬)側面、舌側
面よりも隣接面、特に近心面で最も多 く出現すると
いう傾向がみられた。

[考察1歯頸部エナメル質では、受ける咬合圧が

咬頭部のものよりも弱いために、シュレーゲルの条
紋が不明瞭になり、エナメル小桂が太 く、酸に腐触
され易 くなるものと考えられる。歯頸部の唇 (頬 )

舌側面が膨隆 しているのに対 して、隣接面は平面的
であるので、隣接面のエナメル質が薄 く、組織構造
の乱れが強いものと考えられる。歯胚の隣接面のエ

ナメル芽綱胞層は、唇 (頬)舌側面のものよりも隣
接する歯胚の間接的圧迫を多く受けるために、隣接
面のエナメル質の組織構造の乱れが強く、酸で腐蝕
され易 く、う蝕の進行が速いものと推察される.

アメロジェニン (エ ナメル蛋自)の比較免疫細
胞化学と遺伝子構造

○石山巳喜夫、藤田恒夫 (新潟 0口解‖)

アメロジェニンは幼若エナメル質を構成する

主要な蛋白質であることから、哺乳類を対象に

多くの生化学的、分子生物学的研究が行われ、

その詳細な性質が明らかにされつつある。また `

最近では、歯周組織再生誘導材エム ドゲインの

主成分としても脚光をあびている。 しかし、本

蛋自の系統発生学性質については研究例がほと

んど認められず、未知の領域であった。本研究

は、哺乳類から円口類にいたる脊椎動物 16種
の歯胚組織におけるアメロジェニンの存在を、

免疫組織化学、免疫細胞化学的に検出し本蛋白

の系統発生学的分布を調べヽさらにPCR法 お

よびRTttPCR法 により遺伝子の相同性を探

求した。

アメロジェニンの免疫反応は哺乳類 (ラ ット、

オポッサム)、 爬虫類 (ワ ニ、ヘビ)、 両生類

(サ ンショウウオ、カエル)お よび硬骨魚類

(バ イギョ、ガーパイク)のエナメル質基質に

認められ、本蛋白が広く脊椎動物のエナメル蛋

自の主成分になっていることが証明された。な

おエム ドゲィンの基本原理である、ヘル トヴィ

ッヒ上皮鞘部位では検出されなかった。また遺

伝子構造は従来哺乳類のものしか知 られていな

かったが、今回シマヘビのクローニングに初め

て成功 し、シークエンスの結果、哺乳類とは

56%の相同性を示すことが明らかになった。

しかし他の下等動物では検出されないこ̀と から、

アメロジェニン遺伝子は哺乳類間では高い相同

性を示すものの、非哺乳動物間においてはかな

り変異に富んでいることが推察される。
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環境ホルモンについて考える (1)

○臼田和美、坂井美澄、長谷川雅美 (新潟短大)

最近、ダイォキシンや環境ホルモンが社会

問題 となっており、私達は一般市民の立場
か ら、また歯科衛生士の立場からこの問題

に関心を抱いている。そこで専攻科、生命

科学演習のテーマとして環境ホルモンを取

り上げることに した。環境ホルモン問題に
ついての私達の考えを述べるにあたり、ま

ず、私達が学習 した、環境ホルモンについ

ての知識を紹介する。環境ホルモンは、以

下のような事項が引き金となって、最近ク
ローズアップされるようになった。

①合成女性ホルモ ン投与が原因で発症 した

と考え られる癌が多発 したこと。

②科学物質で汚染 され野生動物に異常が発

生 したこと。

③臨床医が精子数の減少や、生殖器の異常
が多発 していることを実感するようにな

ったこと。

これ ら、科学者や医師によって認識されて

いた問題が環境ホルモンという概念で包括
できるのではないかと考えられるようにな

った。本国演では、上記の各項目について

説明 し環境ホルモンという概念が出来上が

つていった過程について述べる。

環境ホルモンにっいて考える (2)

○長谷川雅美、坂井美澄、日田和美 (新潟短大)

暴近、ダィォキシンや環境ホルモンが社会
問題 となってぉり、私達は一般市民の立場
か ら、また歯科衛生士の立場からこの問題
に関心を抱いている。そこで専攻科、生命
科学演習のテーマとして環境ホルモンを取

り上げ学習 した。本国演では、環境ホルモ

ン問題について、現在、世界や日本で、ど i

のような取 り組みが成 されているか、また 。

私達が如何に考えているかを述べる。合成

科学物質が内分泌撹乱作用を通 して人類に

悪影響を及ぼ している可能性が危惧される
ため、世界各国で環境ホルモンについての

研究や情報収集への取組が始まらてtヽ る。
我が国では、環境庁が外因性内分泌撹乱物

質問題に関する研究班を組織 し平成 9年に

中間報告をまとめている。 日本で内分泌撹
乱作用をひきおこしたと考えられる例とし

:

て、 トリブチルスズによるイボニシ (貝 )

の性転換があるが、他の物質については、
一般生活に於て内分泌撹乱作用を起 こして
いるか否かはっきりしなぃ。環境ホルモン

のうちでも、強い毒性を有するDDTゃ P
CBは我が国では使用が禁止されている。
ゴミ焼却時に発生するダイオキシンについ

ては、ゴミ分別収集や、焼却炉改善等の対
策がとられつつある。私達は、ダィォキシ
ン発生抑制に努めることゃ、環境ホルモン
の監視体制の強化を行政に働きかける事等 '

を通 して、この問題に関わってぃくことが
'

可能であると考える。
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歯科衛生士による在宅歯科往診での口腔衛生指導

○藤田浩美、熊倉幸子、三富純子、黒川裕臣、
江面 晃 (在宅歯科)

[は じめに]在宅歯科往診 で は、治療 と並行

して 日腔行生指導が行われ る.こ れは主 に歯

科衛生士が担 当す る.平成 9年 4月 か ら平成

10年 12月 までの 1年 9か月 間では 111名 、延 ・

べ 775回 の指導を行 った。その中の事例か ら、

指導の検証および口腔介護 の課題を検討す る。

[事例 1]79歳  女性

脳梗塞、痴果 、パ ーキ ンソン症候群

障害老人の 日常生活 自立度 :A-2
痴果性老人の 日常生活 自立度 :Ⅱ 一 a

生活環境 :老人保健施設 (A)
介護者 :施設職員

主訴 :う 螢治療 〔家族 (息子 )か らの要望〕

治療計画 :現在歯 28歯 中20歯が残根であ り、

入院での抜歯を検討。 しか し、家族 は往診

で可能な範囲の治療 を希望。 日腔衛生状態

が良 くないため まず は この改善をめざ した

口腔清掃指導。

経過 :介護者 の協力が得 られ、日腔衛生状態

改善。 う蝕治療 および残根上義歯の作成を

予定。

[事 例 2]65歳  男性 ・ 脳梗塞

障害老人の 日常生活 自立度 :B-2
痴果性老人 の 日常生活 自立度 :I
生活環境 :老人保健施設 (B)
介護者 :施設職員

主訴 :口 腔清掃 〔配偶者か らの要望〕

治療計画 :本人および介護者ヘ ロ腔清掃指導。

経過 :本人 による電動歯 プラシの使用 と介護

者 によるプラ ッシングにて改善傾向。全顎

のスケー リング施行。  、

[ま とめ]往診対象者 の 日腔衛生管理 には、

介護者の協力が不可欠であ る。施設で は多数

の職員が交代で介護 にあた っている。そ して

在 宅介護に も、今後介護保 険制度 によ りさま

ざ まな社会資源の導入が見込 まれ る.一人の

対象者に多職種複数名が介護 に関わ る以上、

そ の日腔衛生指導で は明確 な 目標の設定 と計

画性のある指導、そ してだれ もが実施で きる

方 法の選択が重要 にな ると考 え る。
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